
令和元年度 高松市病院事業会計決算の概要について
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病院局 経営企画課

参考 ３



区 分 みんなの病院 塩江分院 全体

収
益

医業収益 ７，２４８ ３８５ ７，６３３

うち一般会計負担金 ５２５ ０ ５２５

医業外収益 ８６１ ２５１ １，１１２

うち一般会計負担金 ６８１ ２４４ ９２５

附帯事業収益 ― １７ １７

経常収益 A ８，１０９ ６５３ ８，７６２

費
用

医業費用 ８，３８４ ６５９ ９，０４３

医業外費用 ３７２ １７ ３８９

附帯事業費用 ― ２２ ２２

経常費用 B ８，７５６ ６９８ ９，４５４

経常損益 C=A-B △６４７ △４４ △６９１

特別利益 D ７０ １ ７０

特別損失 E ６１ ２ ６２

特別損益 F=D-E ９ △１ ８

（単位：百万円）
１ 令和元年度収益的収支、現金・預金の状況

※税抜 ※端数処理の関係上、合計と一致しないものがある。

純損益 C＋F △６３８ △４５ △６８３

現金・預金（年度末） ５８４ ３２ ６１７

長期借入・病院間融通を除いた実質残高※ △２，２６６ １１７ △２，１４８
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※長期借入27億6,500万円 病院間融通（塩江⇒みんな）8,500万円
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２ 病院事業収益・費用の推移（病院全体）

現金残高

274

借入額
（7.8億円）

借入額
（11.7億円）

借入額
（8.15億円）

【分析と課題】

常勤医師の増員が図られたことに伴う診療体制の充実により、昨年度に引き続き、病院事業収益の増収が図られ、令和元年度の資金収
支は、１億９百万円の黒字となった。今後、業務の改善・効率化等により、病院事業費用の節減にも合わせて取り組み、経営健全化を進め、
現金・預金残高の確保に努める必要がある。

会計制度
見直し分
３，８３５

減損損失
２，６７２

移転に伴う特別
損失分７４７

減価償却費増分
９４４
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３-１ 年間延患者数と１日平均患者数

●できる限り救急を受け入れる取組を進めるとともに、地域の医療機関との連携強化を図ることで、順調に増
加している。

みんなの病院

外
来

●地域の医療機関からの紹介患者の拡充など、さらなる増加に向けての取り組みが実を結び、年間患者数は
１０万人を上回った。

入
院

３０年度

元年度

79,027 

91,160 

３０年度

元年度

217 

249 
＋32人
（＋14.7%）

３０年度

元年度

84,315 

102,374 
＋18,059人
（＋21.4%）

３０年度

元年度

353 

427 ＋74人
（＋21.0%）

年間延患者数 １日平均患者数

１日平均患者数年間延患者数

＋12,133人
（＋15.4%）

※香川診療所の外来患者数は含めていない。
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３-２ 年間延患者数と１日平均患者数

●診療日数の減少により、年間延患者数は、若干減少したが、みんなの病院からの、医師や医療技術職の派
遣など、応援体制の構築により、１日平均患者数は、前年度の人数を維持した。

入
院

外
来

●塩江地区住民の減少や入院患者の施設入所などが影響し、減少している。

塩江分院

３０年度

元年度

15,415 

11,125 
▲4,290人

（▲27.8％）

年間延患者数

３０年度

元年度

42 

30 ▲12人

（▲28.6％）

１日平均患者数

３０年度

元年度

21,425 

21,089 ▲336人

（▲1.6％）

３０年度

元年度

88 

88 

年間延患者数 １日平均患者数
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３－３ 患者数（１日当たり）の推移
ア 入院（市民／みんな・塩江）
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【分析と課題】
常勤医師の増員（H30末：51人→Ｒ１末52人）が図られたことに

伴う診療体制の充実に加え、できる限り救急を受け入れる取組
を進めるとともに、地域の医療機関との連携強化に取り組んだこ
とにより、順調に増加している。

今後においても、良質かつ高度な医療の提供はもちろんのこ
と、接遇等患者サービスの向上に努め、安定した患者数の獲得
に努める必要がある。

【分析と課題】

患者数の減少は、塩江地域の人口の減少のほか、入院患者
の死亡や介護施設への入所などが影響しているものと考えられ
る。

今後も、大幅な患者数の増加は見込めないが、引き続き、慢性
期医療を中心に、在宅医療支援病院として療養を必要とする患
者を積極的に受け入れる中で、良質な医療サービスの提供に努
める必要がある。

60
57

47

42

30

20

30

40

50

60

70

80

H27 H28 H29 H30 R 1

（人） 塩江（入院）



３－３ 患者数（１日当たり）の推移
イ 外来（市民／みんな・塩江）
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【分析と課題】

塩江分院の外来患者数は、減少傾向にあり、更なる厳
しい状況が予想される。

これまで以上に、「地域まるごと医療」に取り組み、山
間・へき地である塩江地区唯一の病院として、地域に根
ざした良質な医療サービスの提供に努める必要があ
る。

【分析と課題】
入院と同様に患者数は、順調に増加している。

引き続き、機能分化を推進しつつも、地域の医療機関
からの紹介患者の拡充や、救急患者の積極的な受入な
ど、更なる外来患者の増加に向けて、取り組むことが重
要である。
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４-１ みんなの病院の収益的収支
ア 前年度との比較

※税抜 ※H30は、香川診療所分を含む ※端数処理の関係上、合計と一致しないものがある。
※職員数は、特別職を除く。

（単位：百万円）
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区 分 Ｒ１ Ｈ３０ 差引増減

経
常
収
益

医業収益 ７，２４８ ５，９５８ １，２９０

うち入院収益 ４，８２３ ３，９９４ ８２９

うち外来収益 １，６０１ １，３４２ ２５９

うち一般会計負担金 ５２５ ３８８ １３７

医業外収益 ８６１ ９２８ △６７

うち一般会計負担金 ６８１ ８０３ △１２２

合計 ８，１０９ ６，８８６ １，２２３

経
常
費
用

医業費用 ８，３８４ ６，７３８ １，６４６

うち給与費 ４，７４７ ４，３７４ ３７３

（職員数：人【正規医師数】） ４１５【52】 ４０２【51】 １３【１】

うち材料費 １，４２２ １，１９８ ２２４

うち経費 １，０８９ ９８７ １０２

うち減価償却費 １，０９８ １５４ ９４４

医業外費用 ３７２ ２９７ ７５

合計 ８，７５６ ７，０３６ １，７２０

差引 △６４７ △１５０ △４９７



0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

経常支出

経常収入
入院収益48.2 外来収益16

一般会計負担金12.1

その他4.8

経常損失6.5

給与費47.5 材料費14.2 経費10.9

減価償却費11.0

その他4.0

４-２ みんなの病院の収益的収支
イ 収益対費用
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（単位：億円）

81.1

87.6

【分析と課題】
みんなの病院開院後の患者数は、入院・外来ともに順調に推移しており、それに伴って収益も増加しているが、一方で、施

設規模が拡大したことによる施設管理経費や、患者数・手術件数の増加に伴う材料費の増大が想定以上に発生している。

これまで以上に「良質な医療の提供」とともに「患者サービスの向上」に努めることはもちろんのこと、給与費や材料費、経
費などの費用について、可能な限りの圧縮に努める必要がある。



0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

資本的支出

資本的収入
企業債0.2 一般会計負担金1.4 不足額0.7 

建設改良費0.2 企業債償還金2.1 

５ みんなの病院の資本的収支
ア 収益対費用
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イ 建設改良費の内訳

〇医療機器購入 ２，０９３万円
全自動錠剤包装機 754万円
注射薬払出システム処方箋プリンタ 455万円
血液浄化装置 435万円 など

（単位：億円）

1.6

2.3

貸付金0.008

【分析と課題】
建設改良費については、その財源として企業債や一般会計からの出資金・負担金により賄われており、令和元年度に

おける病院事業からの持ち出しは６，７０１万円となっている。新病院整備事業に係る企業債償還が本格化する令和２年
度以降は、資本的収支に係る不足額※がさらに拡大するため、収益的収支において現金を留保する必要がある。
※令和２年度（予算）不足額：１億８，５８４万円
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市民／みんなの病院

２０%↑

【Ｒ１分析】
Ｈ３０に比べ1日当たりの患者数は３２人増加するとともに、診療単価も、前年度（50,545円）を上回る52,904円となったことから、
入院収益は約８億２，９００万円増加した。

２４%↑

９%↓

１５%↑
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市民／みんなの病院
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※「高松市民/みんな」には、香川診療所分を含めていない。

８ 外来患者数と外来診療単価

（人） （円）
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市民病院

【Ｒ元分析】
患者数は前年度から２１％増加するとともに、機能分化の推進により、診療単価は４％増加した。

市民／みんなの病院

21％ ↑



９-１ 塩江分院の収益的収支
ア 前年度との比較 （単位：百万円）
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区 分 Ｒ１ Ｈ３０ 差引増減

経
常
収
益

医業収益 ３８５ ４６３ △７８

うち入院収益 １８７ ２６３ △７６

うち外来収益 １８９ １８９ ０

医業外収益 ２５１ ２８９ △３８

うち一般会計負担金 ２４４ ２８１ △３７

附帯事業収益 １７ １７ ０

合計 ６５３ ７６９ △１１６

経
常
費
用

医業費用 ６５９ ７８３ △１２４

うち給与費 ４７７ ５８０ △１０３

（職員数：人【正規医師数】） ３８【4】 ４６【4】 △８【０】

うち材料費 ９４ １０４ △１０

うち経費 ７１ ８０ △９

うち減価償却費 １４ １６ △２

医業外費用 １６ １７ △１

附帯事業費用 ２２ ２３ △１

合計 ６９８ ８２３ △１２５

差引 △４４ △５４ １０

※税抜 ※端数処理の関係上、合計と一致しないものがある。



0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0

経常支出

経常収入
入院収益1.9 外来収益1.9 一般会計負担金2.4

その他0.3
（うち、附帯事業0.17）

経常損失0.4

給与費4.8 材料費0.9 経費0.7

減価償却費0.2

その他0.3
（うち、附帯事業0.22）

９-２ 塩江分院の収益的収支
イ 収益対費用
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（単位：億円）

6.5

6.9

【分析と課題】

過疎地域という地域性から、経常収入に占める一般会計負
担金の比率は高い。

また、入院・外来収益をもって給与費を賄えていない状況か
ら、今後、運営のあり方を見直していく必要がある。


